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中間業績予想の修正および特別損失の主な内容について 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 15 年 5 月 13 日の決算発表時に公表した中間業績予想の修

正および特別損失の主な内容につき、下記の通りお知らせします。 

記 
１．平成 16 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日～平成 15 年 9 月 30 日） 

                                                               （単位：百万円、％） 

  売 上 高   営業利益   経常利益  当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 15 年 5 月 13 日発表） 165,000 12,000 11,000 6,000

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 161,000 13,500 12,000 8,000

増 減 額（Ｂ－Ａ） △4,000 +1,500 +1,000 +2,000

増  減  率 △2.4% +12.5% +9.1% +33.3％

前期（平成 15 年 3月中間期）実績 158,155 11,522 9,950 3,615

 

２．平成 16 年 3 月期中間単独業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日～平成 15 年 9 月 30 日） 

                                （単位：百万円、％） 

  売 上 高   営業利益   経常利益  当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 15 年 5 月 13 日発表） 98,000 5,500 7,000 4,000

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 93,000 6,800 7,400 4,900

増 減 額（Ｂ－Ａ） △5,000 +1,300 +400 +900

増  減  率 △5.1% +23.6% +5.7% +22.5％

前期（平成 15 年 3月中間期）実績 96,731 5,409 6,163 2,188

 
３．修正の理由および特別損失の主な内容 

（１）修正の理由 

当中間期は、ポバール、「エバール」、メタクリル樹脂および人工皮革の売上・収益が順調

に伸び、全体として前回予想を上回る増益見通しとなりました。一方、厳しい事業環境下にあ

るその他の繊維事業や、ＳＡＲＳの影響を受けたオプト事業等については売上高が前回予想を

下回りました。 

（２）特別損失の主な内容 

  当中間決算（単独）の特別損失として、子会社株式評価損失等約 25 億円を計上する予定です。 

  （上記の修正予想に織込み済み） 

 

注）上記の予想は、本資料の発表日現在における諸前提に基づいて作成したものであり、実際の

業績は、今後種々の要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、上記の確定数値お

よび通期業績予想につきましては、11 月 12 日に予定している中間決算発表時に発表します。 

以 上 


